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3つのビッグアイディア 
1. コロナ禍における高等教育の課題～オーストラリアの視点から～ 
2. コロナ後の機会～学習・教育とその評価を中心に～ 
3. 学生、教員、大学への示唆 

 
1.コロナ禍における高等教育の課題～オーストラリアの視点から～ 

 
i. オンライン授業への急速なの転換に伴い学生・教員・大学が直面した課題 
ii. 留学生市場への影響 
iii. 大学財政と運営モデル：研究資金への影響、人員削減、教育及びカリキュラム設計への

時間配分の見直し 
 
2. コロナ後の機会～学習・教育とその評価を中心に～ 

 
i. 『TEQSAグッドプラクティスの基礎 』（TEQSA, 2020）の結果 
ii. ハイブリッド式開講のためのカリキュラム設計：質や基準、学びの経験と成果を等しく

担保すること （Krause, 2020も参照） 
iii. オンライン環境における成績評価とアカデミック・インテグリティについて学んだこと 

 
『TEQSAグッドプラクティスの基礎 』（TEQSA, 2020）の結果 
• 包括的な調査：遠隔教育が学生の学びにどのような影響をもたらしたか 
• 調査から得られた主な要改善事項 

i. 教員や他の学生との交流 
ii. ITの質と教員のIT操作技術 
iii. 成績評価： TEQSAの「オンライン試験監督（electronic proctoring）」ガイドライン

（teqsa.gov.au参照） 
iv. 学生のエンゲージメントとモチベーション、孤立感の克服 
v. 特定の学問分野のオンライン開講 

 
オンライン環境における成績評価とアカデミック・インテグリティについて学んだこと 

i. 学生中心の評価アプローチが必要 
ii. ITインフラを活用してオンライン評価の迅速な規模拡大を図る 
iii. 全学的なコーディネーション：大学のすべての部局の教職員が協働する 
iv. 学生の能力育成：試験の予行演習、アカデミック・インテグリティの研修など 
v. 教職員の能力育成：特にアカデミック・インテグリティにおけるリスクを最

小限に抑えるための評価課題のデザイン 
 
3. 学生、教員、大学への示唆 
3.1 学生が必要とするもの 

• 回復力、やり抜く力、心身の健康を高めるためのサポート 
回復力 

逆境に対処するための前向きで深化する「先に進む力」 
崩れずに先に進むことができる。 
（Dr Fred Luskin, Director, Stanford University Forgiveness Projects） 

やり抜く力（Professor Angela Duckworth） 
長期目標に対する意欲と粘り強さ 
心と精神の堅固さ、困難や危険に直面した時の揺るぎない勇気 

学生のためのメンタルヘルスと健康サポート：Sanci (2020)及びOrygen (2020)参照 
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• アカデミック・リテラシー支援 
• ハイブリッドの学習環境における、学び方と課題完成のし方を学ぶ 

• つながり 
• 学生は、学生同士、教員、自らの学問分野との社会的なつながりを構築し維

持しなければならない。 
• 産業界のステークホルダーや将来の雇用者とのつながりが必須。 
• 卒業生とのつながりも重要。 
• これらのつながりは、対面とオンラインの交流形態の組み合わせで実現できる。 

• 下の図は、2020年を通じたオンライン学びの経験に関するメルボルン大学学生のフィード

バックをまとめたもの。時間経過とともに漸進的な改善がみられるが、これからも学生同

士の交流、つながり、所属意識を重視し続けなければならない。 
• 学生からのフィードバックで強調されるのは、オンラインの学びが対面的・直接的

な交流の代わりにならないこと。対面・オンライン双方のハイブリッドな学びを計

画しなければならない。 

 
 
3.2 教員が必要とするもの： 

• 回復力、やり抜く力、心身の健康を高めるためのサポート 
• 技術的なサポート、リソース、時間配分、能力育成：ハイブリッド環境におけるカリキュラ

ム設計のし方、教え方、評価の仕方 
• キャリア開発に関するサポートやアドバイス：教育に比重を置くようになった教員も

いる。変化の激しい時代に研究・教育のキャリアをどう開発するか、アドバイスを提

供しなければならない 
 
3.3 大学に求められるもの 

• 「人」に投資する：学生・教職員の回復力、やり抜く力、心身の健康を高める 
• 技術的なインフラに投資する：高品質のオンライン教育を大規模で提供するために必須 
• 運営モデル、学生市場を見直す 
• キャンパスや物理的な空間（特にインフォーマルな学びの空間）の役割の再考する 
• 変化の激しい時代を生き抜き成長するための基盤の構築に向けて、断固たる評価活動と学術研

究に取り組む 
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